
様式１  

平成25年度包括外部監査結果等（措置計画）に基づく措置状況（地方自治法第 252条の38第６項） 

 

テーマ：２ 内部統制の整備状況の有効性について【結果分】                     部局等名  建設部         

報告書頁 指摘事項等 措置計画 措置状況(担当課) 

 

103 

２ 内部統制の整備状況の有効性について 

指摘事項３-１ 

○ 工事の情報管理に関する事項について 

「工事等に係る事務改善計画の運用について」に

は，「工事台帳」及び「工事契約発注変更一覧」に

より情報の統一を図るとされ，実際にこれらは作成

されている。しかし，内部統制の目的から鑑み，組

織目的の有効な達成及び効率的な達成のために，情

報を更に活用する必要があるのではないかと判断

される。本監査による内部統制の評価において，工

事の進捗管理は次のリスクに関連しており，その統

制手続は非常に重要なものと判断される。工事台帳

等により情報の統一を図ることに加え，内部統制上

の観点から，リストによる工事の進捗管理によって

工事・手続の遺漏・遅滞を網羅的に管理することが

必要である。 

 

 

 

工事に係る情報管理につきましては，

平成24年度盛岡市公正職務委員会再発

防止検討部会で策定した「工事等に係る

事務改善計画」において統一的に管理し

ているところでございますが，ご指摘を

受け，ＩＴの活用を含めた工事の進捗管

理の方法について検討してまいります。 

（道路建設課ほか工事関係課） 

 

 

 

工事の進捗管理については，費用対効

果を考慮し，エクセルによる電子ベース

での管理が有効であったことから，平成

28年４月から本格実施しております。 

（道路建設課ほか工事関係課） 

 



様式１  

平成25年度包括外部監査結果等（措置計画）に基づく措置状況（地方自治法第 252条の38第６項） 

 

テーマ：２ 内部統制の整備状況の有効性について【結果分】                     部局等名  建設部         

報告書頁 指摘事項等 措置計画 措置状況(担当課) 

119 指摘事項３-５ 

○ Ｒ１-７工事リストの管理が不十分となるリスク 

業務の滞留を防止するためには，リストを「見え

る」状態にしておくことが肝要である。一つの契約

の開始から終了にかけて様々な課や担当者が関わ

り，また，請負者からの提出書類などの関わりも重

要であることから，業務がスムーズに流れるための

管理の重要性は高いものと考えられる。工事の時系

列的な情報管理，情報の「見える」状態化を確保す

るために，ＩＴ活用による自動化・適時化が必要で

ある。 

 

 

契約から工事完了までの情報管理に

つきましては，「工事等に係る事務改善

計画」に基づき工事台帳等で管理してお

りますが，ご指摘を受け，ＩＴの活用を

含めた工事の進捗管理の方法について

検討してまいります。 

（道路建設課ほか工事関係課） 

 

 

工事の進捗管理については，費用対効

果を考慮し，エクセルによる電子ベース

での管理が有効であったことから，平成

28年４月から本格実施しております。 

（道路建設課ほか工事関係課） 

 



様式１  

平成25年度包括外部監査結果等（措置計画）に基づく措置状況（地方自治法第 252条の38第６項） 

 

テーマ：２ 内部統制の整備状況の有効性について【結果分】                     部局等名  建設部         

報告書頁 指摘事項等 措置計画 措置状況(担当課) 

131 指摘事項３-６ 

○ Ｒ２-１予定されている工事契約が開始されない

リスク 

予算化された工事であっても，用地の買収などが

進まない場合に予定された工事が開始されないリ

スクはある。工事のリストによる管理が必要である

と考える。工事の「リスト」による進捗管理により，

「予算化された工事が開始されないリスク」に対応

する内部統制を構築するべきである。 

 

 

 

用地買収の難航等が原因等で予定さ

れている工事が着工されないリスクに

つきましては，関係する部課内で協議を

行い情報の共有を図っているところで

すが，ご指摘を受け，ＩＴの活用を含め

た工事の進捗管理の方法について検討

してまいります。 

（道路建設課ほか工事関係課） 

 

 

 

工事の進捗管理については，費用対効

果を考慮し，エクセルによる電子ベース

での管理が有効であったことから，平成

28年４月から本格実施しております。 

（道路建設課ほか工事関係課） 

 



様式１  

平成25年度包括外部監査結果等（措置計画）に基づく措置状況（地方自治法第 252条の38第６項） 

 

テーマ：２ 内部統制の整備状況の有効性について【結果分】                     部局等名  建設部         

報告書頁 指摘事項等 措置計画 措置状況(担当課) 

147 指摘事項３-10 

○ Ｒ11-１工事完了したにも関わらず検査が行われ

ないリスク 

工事検査が適時に開始されるようにするため，リ

ストによる工事の進捗管理によって工事・手続の遺

漏・遅滞を網羅的に管理することが必要である。 

内部統制上，当該チェックを誰が責任を持って行

うかという職務分掌を決めておくということが肝

要である。また，「適時」に「見える」を実現する

ために，ＩＴを利用したシステムの導入を検討すべ

きである。 

 

 

 

速やかな検査体制につきましては，工

事指導検査室及び工事担当課相互でチ

ェックし，検査を実施しておりますが，

ご指摘を受け，「工事等に係る事務改善

計画」で責任者を課長として位置づけ徹

底を図るほか，ＩＴの活用を含めた工事

の進捗管理の方法について検討してま

いります。 

  （道路建設課ほか工事関係課） 

 

 

 

工事の進捗管理については，費用対効

果を考慮し，エクセルによる電子ベース

での管理が有効であったことから，平成

28年４月から本格実施しております。 

（道路建設課ほか工事関係課） 

 



様式１  

平成25年度包括外部監査結果等（措置計画）に基づく措置状況（地方自治法第 252条の38第６項） 

 

テーマ：２ 内部統制の整備状況の有効性について【結果分】                     部局等名  建設部         

報告書頁 指摘事項等 措置計画 措置状況(担当課) 

149 指摘事項３-11 

○ Ｒ12-１完了した工事契約の支払がなされないリ

スク 

工事契約の支払いが適時になされるようにする

ために，リストによる工事の進捗管理によって工

事・手続の遺漏・遅滞を網羅的に管理することが必

要である。 

内部統制上，当該チェックを誰が責任を持って行

うかという職務分掌を決めておくということが肝

要である。また，「適時」に「見える」を実現する

ために，ＩＴを利用したシステムの導入を検討すべ

きである。 

 

 

 

工事検査完了後，工事担当課にてすみ

やかに支払い手続きを行っております

が，｢工事等に係る事務改善計画｣で責任

者を課長として位置づけ徹底を図って

まいります。また，IＴの活用を含めた

工事の進捗管理の方法について検討し

てまいります。 

（道路建設課ほか工事関係課） 

 

 

 

工事の進捗管理については，費用対効

果を考慮し，エクセルによる電子ベース

での管理が有効であったことから，平成

28年４月から本格実施しております。 

（道路建設課ほか工事関係課） 
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テーマ：２ 内部統制の整備状況の有効性について【結果分】                     部局等名  建設部         

報告書頁 指摘事項等 措置計画 措置状況(担当課) 

150 指摘事項３-13 

○ Ｒ13-１工事契約が台帳に計上されないリスク 

工事台帳の作成は契約手続開始前のすべての予

定工事の一覧から始め，網羅的な工事台帳の作成，

及び進捗管理をすることが必要である。 

 

 

年度当初等において予定している工

事の一覧及び台帳を作成することと致

します。また，ＩＴの活用を含めた工事

の進捗管理の方法について検討してま

いります。 

（道路建設課ほか工事関係課） 

 

 

 

工事の進捗管理については，費用対効

果を考慮し，エクセルによる電子ベース

での管理が有効であったことから，平成

28年４月から本格実施しております。 

（道路建設課ほか工事関係課） 

 



様式１  

平成25年度包括外部監査結果等（措置計画）に基づく措置状況（地方自治法第 252条の38第６項） 

 

テーマ：２ 内部統制の整備状況の有効性について【意見分】                     部局等名  建設部ほか       

報告書頁 指摘事項等 措置計画 措置状況(担当課) 

143 意見３-14 

○ Ｒ７-１契約された工事が着工されないリスク 

工事着工届が受注者から適時に届けられ，予定通

りに工事が着工されているかどうか進捗管理をす

るために，工事の進捗状況を一覧管理できるシステ

ムの導入を検討するべきと考える。 

 

 

工事の着工につきましては，これまで

も担当者による現場の状況把握等で確

認しているところでございますが，今回

の指摘を受け，ＩＴの活用を含めた工事

の進捗管理の方法について検討してま

いります。 

（道路建設課ほか工事関係課） 

 

 

 

 

工事の進捗管理については，費用対効

果を考慮し，エクセルによる電子ベース

での管理が有効であったことから，平成

28年４月から本格実施しております。 

（道路建設課ほか工事関係課） 

 


